
51

人の移動は都市を形づくる根幹的な要素であ

る。たとえば、住宅地や商業地の分布を生み出

し、その地域の役割を形づけていく。さらに、

移動は感染症の拡散や予防に関わるだけでな

く、イノベーションの促進や生産性の向上、経

済発展にも大きな影響を及ぼす。近年は、携帯

電話や GPS といった位置情報を用いた大規模

データ解析が可能となり、人の行動パタンの把

握や都市における格差の可視化が急速に進んで

いる。本稿では、こうした研究の中でも、特に

移動の規則性と多様性、そして「ゆらぎ」とい

う視点から都市のウェルビーイングや持続可能

性を捉えようとする筆者らの取り組みを紹介

する。

移動の規則性と多様性

大規模なデータを用いた研究は、人の移動に

顕著な規則性が存在することを明らかにしてき

た。たとえば、移動距離の分布はべき乗分布に

従うことが知られている（Brockmann et al., 

2006）。これは、圧倒的に多くの人が毎日近所

のスーパーや職場に出かける一方、ごく一部の

人は数百キロ先まで出張や旅行にいくという現

象を表している。つまり、人は日常的には近場

への移動を繰り返す一方で、まれに遠方への移

動を行い、その頻度は距離に応じて一定の割合

で減少していく。さらに、個人が繰り返し訪れ

る場所は限られており、たとえば決まったレス

トランや駅前のコンビニのように習慣的な訪問

先や経路から外れて新たな場所を訪れるのは稀

であることも示されている（Gonzalez, 2008; 

Csáji et al., 2013; Schläpfer et al., 2021）。

これらの知見は、人の移動が一見多様に見え

ても、全体としてはきわめて予測可能であるこ

とを示している。実際、人の移動は 9 割以上の

精度で予測可能であるとも報告されている

（Song et al., 2010; Blondel et al., 2015）。この高

い予測可能性は、通勤や通学など、日常的に繰

り返される行動によって生まれている。こうし

た決まった動きがあるからこそ、都市の生活は

秩序を保ち、交通や経済活動が効率的に機能し

ていると考えられる。

他方で、休日のレジャーや旅行、あるいは

ちょっとした「今日は気分を変えて帰りに新し

いパン屋に寄ってみる」といった寄り道のよう

な非定型行動は予測が難しい。しかし、それら
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の行動はしばしば日常の枠を超えた経験や新し

い機会を生み出し、都市生活の豊かさを支える

要素となる。つまり、人の移動は規則性による

秩序と非定型行動の多様性の両面を持ってお

り、そのバランスのあり方が都市での暮らしの

質を支えていると考えられる。

非定型行動と格差

近年の研究は、非定型行動の機会が社会経済

的背景や地理的条件によって大きく制約される

ことを明らかにしてきた。たとえば、湖や川を

挟んだ地域では橋の有無が移動の選択肢を大き

く左右するように、人の移動は陸地、湖、川の

輪郭や、建物、道路、都市の配置といった物理

的 制 約 に 強 く 影 響 さ れ る（Boucherie et al., 

2025）。また、低所得地域では移動量そのもの

が顕著に減少し、世帯年収が多いほど移動距離

や 訪 問 先 数 が 増 え る こ と が 示 さ れ て き た

（Kraemer et al., 2020; Athey et al., 2021; Moro 

et al., 2021）。国内の研究においても、世帯収

入が低い家庭や小さな子どもを持つ女性は、日

常的な行動範囲が狭まりやすい（Sun et al., 

2024）。これは、行きたい場所があっても時間

やお金、家庭の事情で出かけることが難しい、

という状況に対応する。さらに、非平時の行動

においても格差は顕著に表れる。ロシアによる

ウクライナ侵攻時の避難行動を分析した研究で

は、富裕層が多く住む地域に住む人ほど遠方へ

避難できる傾向が確認されており、資源の有無

が危機的状況における移動の自由度を大きく左

右することが示された（Shibuya et al., 2024）。

これらの知見は、非定型行動が単なる偶発的

な逸脱ではなく、社会経済的背景や地理的条件

に深く制約された行動であることを示してい

る。したがって、都市における多様性やウェル

ビーイングを考える際には、こうした格差の存

在を前提とした議論が不可欠である。

多様な人や場所との接触機会

グローバル化と都市への人口集中が進み、日

本においても東京一極集中とともに都市内・都

市間の格差が顕在化している 1。都市は多様な

人々が暮らす場だが、同じ職場や学校、同じ日

用品店に通うことで、似たような生活背景を持

つ人と関わることが多く、日常生活において実

際に「自分とは異なる背景を持つ人」と接触す

る機会は決して多くない。都市はしばしば多様

な出会いを促進する場とみなされてきた。しか

し、近年の研究では、むしろ大都市ほど社会経

済的に類似した人々のあいだで交流が多く、異

なる背景をもつ人々との接触が減少する傾向が

指摘されている（Nilforoshan et al., 2023）。大

都市は人が多様であるがゆえに、逆に自分と似

た人を探し求めて出会うことが容易だからであ

る。こうした研究によって、見かけ上は多様な

人々が共存しているように見える都市でも、実

際には日常生活の中で接する相手が限られてい
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ることが明らかになりつつある 2。つまり、単

なる人口密度や居住地の統計だけではわからな

い、人と人との実際の関わり方の偏りが見えて

きている。

行動のゆらぎからみる都市での機会

上で概観したように、これまで人の移動の研

究では、規則性や予測可能性が強調されてき

た。しかし、筆者らは、決まりきった行動パタ

ンから一時的に外れる瞬間である非典型的な行

動を「ゆらぎ」ととらえ、その意義を検討して

いる。たとえば「帰宅途中にふと見かけた新し

い店に立ち寄る」「予定外の路地に入って公園

を見つける」といった小さな逸脱である。従来

はこうした行動はノイズとして扱われてきた

が、実際には、接触の多様性を生み、新しい体

験や非日常的な経験をもたらす契機ともなり得

る。さらに、新しい秩序や安定が形成される過

程そのものも、ゆらぎを通じて生じると考えら

れる。

ゆらぎがどの程度、どのような質で生じるこ

とが都市生活の豊かさや住みやすさにつながる

のかは、まだ十分に明らかにされていない。もっ

とも、多様な接触や逸脱が常にポジティブな結

果をもたらすわけではない。極端に不規則な行

動は安定性を失わせ、ストレスを生む可能性が

ある。人は安心できる場所や人との関係に大き

な価値を見いだし、日常的な安定が心理的安全

性を支えている。他方で、その日常的な安定を

軸として持ちながらも、そこから適度にゆらぐ

ことで新規性や創発が促され、都市生活の豊か

さやウェルビーイングにつながると考えられ

る。Sun et al.（2011）が示すように、都市のリ

ズムは規則的な周期パタンと突発的な変動との

相互作用によって成り立っている。すなわち、

都市における暮らしを支えているのは、安定と

変動のバランスであり、その調和こそがウェル

ビーイングを支えていると考えられる。

おわりに

本稿では人の流れを規則性とゆらぎの両面か

らとらえることで、人々の行動や経験の豊かさ

を形づくるメカニズムを理解できる可能性を紹

介した。規則性は秩序や効率を支える一方、適

度なゆらぎは新しい経験や交流を生み出す。安

心できる日常の軸を保ちながら、適度なゆらぎ

を組み込める都市空間をいかに実現するかが、

人々の暮らしの豊かさにもつながると考える。

今後は、行動のゆらぎを捉える分析手法を発

展させ、その成果を都市空間のデザインや人々

の行動、ウェルビーイングの理解に活かしてい

くことが求められる。筆者らはその基盤とし

て、実際の移動履歴に利用者自身の経験ラベル

を付与した行動データセットの構築 3 や行動パ

タンの異質性を考慮した予測モデルの開発に取
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註
1	 �東京都の場合、今後もしばらくは人口の増加が続き、2030 年の 1,426 万人をピークに減少に転じることが予想されている（国立

社会保障・人口問題研究所 , 2023）
2	 �著者のもう一つの研究対象であるデジタル空間における情報の流れにも、同様の傾向が見られる。デジタル空間上には膨大な

情報が存在するため、人々は自分の考えや信念に近い意見を容易に見つけることができる。さらに、アルゴリズムによって似
た意見が優先的に表示されることで、同じ考えの人どうしが集まりやすくなり、異なる意見に触れる機会が減少する。このよ
うな現象はフィルターバブルやエコーチェンバーと呼ばれている。

3	 実証研究 Pathy プロジェクト : https://shibuyalab.github.io/projects/pathy/index.html
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り組んでいる。さらに、東京湾岸部の高層住宅

開発や、高齢者や単身世帯の孤立、退職後の地

域社会とのつながりを失う課題、気候変動リス

クや災害等の都市の脆弱性といった地域固有の

都市課題を視野に入れた比較研究を進め、地域

の実情を反映した国際的な研究基盤を整備して

いきたい。
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